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イソ ド密教 に おけ る プ ラテ ィシ ュ ター の構 造

森 雅 秀

1.は じめ に

イソ ド後期密教 を代表す る学僧 アバヤーカラグ プタAbhayakaraguptaの マ ソ

ダラ儀軌rヴ ァジュラーヴァ リー』y砂 励α17に は プラテ ィシュター(pratistha)

に 関す る儀軌 が四つある。す なわ ち 「尊格 の招請」(devatadhivasana)「 尊 像な ど

の プ ラ テ ィシ ュ ター」(pratimadipratistha)「 貯 水池な ど の プ ラ テ ィシ ュター」

(puskarinyadipra。)「 園林な ど の プラテ ィシュター｣(aramadypra。)で あ る1)。 こ

れ らはrヴ ァジ ュラーヴ ァ リー』 を;構成す る50の 儀軌の第16番 目か ら第19番 目に

位置す る2)。 プラテ ィシ ュターとは神像や仏像な どの尊像,あ る い は僧院 ・仏塔

な どの宗教的 な施設 が制作 され た ときに,そ の最終段 階で行わ れ る儀式 であ る3)σ

この小 論では,『 ヴァジュラーヴ ァリー』にふ くまれ る プラテ ィシ ュターの儀軌,

と くに はじめ の二儀軌に もとついて,イ ソ ド後 期密教 で行われていた プラテ ィシ

ュ ターの概要を示す とともに,そ の全 体の構造を明 らかに した い。

2.儀 礼 の 概 要

プラテ ィシ ュターの儀式 の全体 に先立ち,マ ソダラの制作が完 了していなけれ

ぼならない。作 られ るマソ ダラは プラテ ィシ ュターの対象に したが つて異な る。

尊像 であれ ばその尊像 の部族主(kulesa)の マ ソ ダラ,も し くは金 剛薩唾(Vajra-

sattva)か 阿 閾(Aksobhya)が 中尊 のマ ソダラ,僧 院や仏塔な ど の建造物 の場合

は大 日(Vairocana)の マ ソ ダ ラ,経 典の プラテ ィシ ュターを行 う場 合は 無量光

(Amitabha)の マ ソ ダラ と規定 さ れ て い る。 マソ ダラに はマソ ダラの尊格を象徴

す る瓶(kalasa)が 周 囲に配 され て い る。 これは プラテ ィシ ュターの対象に ア ビ

シ ェーカ(abhiseka:灌 頂)を 行 うために後ほ ど用い られ る。

尊格の招請

尊格の招請では プラテ ィシュターの対象の尊像な どの沐浴が行われ る。そのた
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め,ま ず 沐浴を行 うための特別の場 所が,マ ソダラを作 った建物の東の方角に作

られ る。 これ は「沐浴の マソダラ」(snanamandala)あ る いは 「沐浴の基壇 」(snana-

vedi)と よ ばれ る。沐浴の マソ ダラの表面には二重i蓮華(visvapadma)と そ れ を

囲む正方形が描か れ る。 こ の正方形には四方に トー・ラナ(torana)と 門 もあ る。

場合に よ つては門は四方す べ て で は な く,西 に のみ描 くとい う規定 もあ る。

沐浴の マソダラが完成す ると,プ ラテ イシ ュターの対象 とな る尊像な どをその

中央に安置 し,そ の内部に阿闍梨は三昧耶薩唾(samayasattva)を 観想す る。 プ

ラテ ィシ ュターの対象が尊像 の場 合は尊像 に表 現 された尊格 自身 の三昧耶薩唾を

観想す る。典籍 のプラテ ィシ ュターの場 合は,三 昧耶薩唾は無量光 の姿を と り,

僧 院や仏塔な どの建造物 のプラテ イシ ュターを行 う場合は大 日に変わ る。僧院や

仏塔な どは沐浴 のマソ ダラへ の移動が不可能 なので,そ のままそ こで三昧耶薩唾

を観想す る。尊像で も規模 の大 きな ものは 同様 である。

阿闍梨はその 日の 夕方に,プ ラテ ィシ ュターの対象に ニー一ラージャナ(nirajana)

と よぼれ る儀式を行 う4)。 アバヤーカ ラグプタの説明に よれぼ こ の儀式はつ ぎの

よ うな内容であ る。阿閣梨は アム リタ クソ ダリソ(Amrtakundalin)の マ ソ トラと

「ブーム」(hum)を 七 回唱え たケシ粒 を両手 に握 り,滅 罪 のマソ トラを唱 え な が

ら尊像 な どの前 で左 まわ りに回す。 さらに,両 手を右 まわ りに回 しなが らも う一

度 同じよ うに唱 え,両 手 の ケシ粒 を南東の方角に投げ る。つづいて ケシ粒 のかわ

りに,水,白 樟脳(dharavitasavara),牛 糞 をつけた ダルバ草な どを順に手に し,

同 じ行為を くりか えす 。ただし,南 東の方角に投げ るのはは じめ のケシ粒 のみで

ある。 これ を終 える と阿闍梨 は両手で尊像にふれ る。そ して,マ ソダラの主尊 の

マソ トラを唱 えなが ら尊像 の胸 に香 水を塗 り,頭 に花輪 をつ け,ア ル ガ(argha:

閼伽)を 供 え,灯 明をそ の前 で回 し,最 後に シ ャジ ャラ(sajara)と 呼 ぼれ る香を

供 える。

つつ いて五種 の甘露 とパ ソチ ャガヴヤ(pancagavya)を 尊 像な ど に塗る。五種

の甘露 とは ヨーグル ト,牛 乳,ギ ー,蜂 蜜,砂 糖で あ る。 こ れ ら は銅 の容器 に

入れ られ,ダ ルバ草の束を用いて塗布 され る。ただ し,布 に描 いた 尊像や典籍 な

どには直接塗 ることがで きないため,鏡 に うつ して鏡 の影像 に これ らを塗 る よう

指示 されてい る。

さまざまな ものに よる沐浴が これに続 いて行われ る。 まず はじめに芳香 のす る

清 浄な水で沐浴 させ る。そして,ニ ヤ グローダ(nyagrodha)な どの五 種類の乳木

の樹皮を くだ いて練 ったものを尊像 に塗 る。さらに ごま油(taila),タ ー メ リック
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(haridra),栴 檀(srikhanda),赤 栴 檀(raktacandana),サ フ ラソ(kunkuma)な ど

の香料 がつ ぎつぎ と塗 布され,沐 浴 も くりかえされる。最 後に もう一度 水に よる

沐浴を行い,や わ らか い布 で全 身をぬ ぐい,衣 裳 で飾 る。

以上で沐浴が完 了し,プ ラテ ィシ ュターの対象 は沐 浴のマソ ダラから離 れ,マ

ソダラのあ る建造物 の方に移動す る。尊像 のよ うに移動可能な対象 はマソ ダラの

北東におかれ る。建造物な:どの移動 できな い対象 はそのままである。阿闍梨 は 自

分の胸の種子の光に よって,プ ラテ イシ ュター一の対象 の智薩唾(jrianasattva)を

引 き寄せ る。す でに プラテ イシ ュターの対象 の中には三 昧耶 薩唾 が観想 されてい

る。阿闍梨は これに対応す る智薩垣を 引き寄せ,三 昧耶薩唾 の中に挿 入し,ひ と

つの もの とし,自 在にす る。智薩唾を 引き寄せ る ときには,尊 格 に対 する祈願 の

偶を三度唱 える。

プ ラテ ィシ ュター

阿闍梨は まずは じ,めに持金剛(Vajradhara)あ る い は金剛薩 垂と合一 し,自 分

の胸の種子の光に よって,大 日をは じめ とす る十方 の諸如来 と ローチ ャナ ー(Lo-

cane)な どの女尊たちを眼前にみち び き,プ ージャーを行 う。そして,プ ラテ ィ

シ ュターの対象 である尊像に対 して水,宝 冠,金 剛,鈴,名 前,阿 闍梨,秘 密,

般 若 智,第 四の九種類 のア ビシ ェー カを行 う。

水 のア ビシ ェーカでは ローチ ャナ ーな どの女尊た ちが,金 剛薩唾に指示 されて,

菩 提心 を本質 とす る甘露を 白い瓶か ら尊像にふ りかけ ると観想 し,阿 闍梨 自身 も

マソ ダラの周囲におかれた瓶 の 水 を 尊 像にそそ ぐ。 このとき,色 金剛女(Rupa-

tiajri)な どが 「吉祥の歌」(mangalagita)と よぼれる偶頌 をその周 囲で歌 う。宝冠

の ア ビシェーカは五如 来に よって加持 さ れ た宝冠 を,阿 闍梨 が尊格 の頭に つ け

る。尊像がヘ ール カ系の尊格 の場合はかわ りに布を結わえ る。次 の金剛 と鈴 のア

ビシ ェーカもそれぞれ金剛杵 と金剛鈴 を尊格が持つ と観想 し,い ずれ も金剛薩唾

が与えた と確信す る。名前 のア ビシェーカも同様に金 剛薩唾 が尊格に応 じた名称

を与え る。阿闍梨 のア ビシ ェーカでは,尊 像 の尊 格が金剛杵 と金 剛鈴 を持 った手

で智恵 の印(jnanamudra),す な わ ち配偶神を抱擁す る と観想 し,水 のア ビシ ェ

ーカと同じ方法で沐浴 させ る。 これに よ つて尊格の額 に部族主 の姿が生み出され

る。尊格 の所 属す る部族 が明らかではない場合,阿 闍か金 剛薩唾 の印をつ ける。

つ ぎの秘密 のア ビシ ェーカか ら第四のア ビシ ェーカまでは一連 の観想に よるア ビ

シ ェーカであ る。秘密のア ビシェーカでは金 剛薩唾が配偶神 との性的な ヨーガを
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実 践す るこ とに よって菩提心を生 じさせ,こ れを尊格 の口に いれ る と観想す る。

つ ぎの般若智 のア ビシェーカでは,金 剛薩唾 の配偶神 と尊格 自身 とが結合 し,こ

れ に よってサハ ジャの楽をそなえた と観 想す る。 さらに第四の アビシェーカにお

い て,大 楽か らなる空性 と慈悲 がひ とつの ものであ ると尊格 自身が念ず る。

ア ビシェーカにつづい て プージ ャーが行われ る。 プージ ャーの供物は衣,花,

香,灯 明,食 物,塗 香,装 身具 である。 それ ぞれ に対応 す るマソ トラを唱えなが

ら供 え る。 さ らに果実や財産 な ど も供 え,最 後 に鏡 を示す 。つ づ い て ホ ーマ

(homa:護 摩)を 行 う指示があ るが,こ れは任意 であ って省略 されて もよい と述べ

られ る。行 われるホ ーマは息災のホ ーマであ るが,施 主 の意向でその他 の修法 で

も よい とす る。さらに,尊 格の 目を開 くために,阿 闍梨 はバ ターと蜜 とでできた

眼薬 を作 り,銀 の碗 に入れ て,金 の匙 を もちいて尊像の 目の部 分に塗 る。沐浴 の

ときと同様,経 典 な ど直接塗 る ことので きない場合は鏡 に うつして行 う。つづ い

て,牛 乳,米,ギ ー,蜜,砂 糖 を用 い て 乳粥(payasa)を 作 って 尊格 に召し上が

っていただ く。乳粥はホーマを行 った場 合,ホ ーマの炉 で作 る。 さらに口そそ ぎ

の水(acamana),栴 櫨(candana),キ ソ マ(tambula)を 供 える。

一連 のプージ ャーを終 える と
,阿 闍梨 は尊格 になが くこの場 に とどまるよ う請

願 の偶を唱 え,さ らにアム リタクソ ダ リソのマ ソ トラも唱 えつつ,右 手に もった

金剛杵 で尊像 にふれ る。五 仏への帰依の偶 を唱えて称讃 し,ま た百字か らな るマ

ソ トラ(百 字真言)な どを唱えて儀礼 に不備があ った こと を わ び る。最後に阿闍

梨は バ リ(bali)を 行 い,施 主 も尊像 に対 し,右 橈(pradaksina;),プ ー ジ ャー,礼

拝を行 う。

3.ま とめ

イソ ド密教 で行われ ていたプラテ ィシ ュター とはいかなる儀式 であ ったかを簡

単 にまとめ てみ よう。 プラテ ィシ ュターの対象 となる尊像な どの内部に三昧耶薩

唾を観 想し,こ れに ニーラージャナ とよぼれ る儀式 と沐浴を行 う。 これは沐 浴の

マソダラ とよぼれ る特別 な基壇 の上で行われ る。その後,プ ラテ ィシ ュターの対

象 をマソ ダラの北東に移動 させ,智 薩唾を招 き入れ,三 昧耶薩唾 と合一させ た上

で,九 種 のア ビシ ェー カを順に行 う。つづいてさ まざまな プージ ャーが行われ,

目が シソボ リックに開かれ,乳 粥が与えられ る。そして,プ ラテ ィシ ュターの対

象 になが くとどまるよ うに祈願す る内容の言葉 が,阿 闍梨 によ って唱 えられ る。

『ヴァジ ュラーヴァ リー』 の プラテ ィシ ュターの儀式は,尊 格 の 招請 と狭い意
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味 で のプラテ ィシ ュターのふ たつ の儀軌か ら構成 され ていた。 しかし,ふ たつ の

儀軌は ここに述べた よ うにさらに細か い プロセスから:構成 され ている。 これ らの

構成要素は,尊 格の招請では プラテ ィシ ュタ__._の対 象の浄化,狭 義 の プラテ ィシ

ュターではその内部に生み出 された尊格の聖別 とい う文脈で,そ れぞれ関連づけ

られ,組 み立 て られてい る。そして,沐 浴の場か らマ ソダラの北東へ の移動が浄

化 から聖別へ の移 行期 に相当し,そ の直後に置 かれ る三昧耶薩唾 と智薩唾 の合,._.._.

に お いて,準 備段階が完 了す るとともに,聖 別 を開始 す る条件が整 った と見 るこ

とがで き る。

1)サ ソスクリット・テキス トは,Lokesh Chandraに よる影印版(1977)151.7-176.

6,チ ベ ット訳テキス トでは北京版Vol.80,108.3.3-112.4.3が プラテ イシュターの

四儀軌に相当する。

2)『 ヴァジュラーヴァリー』の50の 儀軌とそこでのプラテ イシュターの位置づ けに つ

いては森(1995a)参 照。これらの四儀軌の詳 しい内容は森(1995b)参 照 。

3)プ ラテ イシュターの語義と用例 につい てはGonda(1954)に よる詳細な研究が あ

る。 チベッ ト仏教のプラテ イシュターの研究をTucci(1980:308-316)カ ミ行ってい

る。これはパソチェソラマー世によるプラテ ィシュターの儀軌に も とつい ている。

ヒソドゥー教におけるプラティシュターはKane(1974:889-916)が 詳 しい。

4)本 来,ニ ーラージャナとは,戦 争に出陣する前に王が武器や軍馬などを浄めるため

に行った儀礼である(Gonda 1966:70-71)。
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